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はじめに 
日本銀行のマイナス金利政策による超低金利の長期化が響き、金融機関にとって厳しい経営環

境が続いている。そのため、コスト圧縮や IT 化の推進など、生き残りに向けた施策を続けている。 

東北でも、今年 10 月に青森県内の「青森銀行」と「みちのく銀行」が包括的な業務提携の検討

を始めることで合意したことを発表。ライバルとみられていた同県内の地銀 2 行の業務提携は大

きな話題となった。また、インターネット金融サービス大手の SBI ホールディングスは「第 4 の

メガバンク構想」を掲げ、「福島銀行」と資本業務提携を発表。ここに来て新たに異業態主導によ

る再編の動きが加わった。企業が金融機関に求めるニーズが多様化するなか、地域金融サービス

に新たな変革の風が吹くことも予想される。 

帝国データバンク仙台支店では、2019 年 10 月末時点の企業概要データベース COSMOS2（全

国 147 万社収録、特殊法人・個人事業主含む）から、宮城県内の企業（約 2 万 4400 社）がメイ

ンバンクと認識している金融機関について抽出し集計した。なお、同調査は 2018 年 12 月に次い

で 10 回目。 

 
※本調査は帝国データバンクが独自に調査・保有している企業概要データベース「COSMOS2」に収録された企業データ

であるため、各金融機関がメインとして認識する実数とは異なる。また、１企業に複数のメインがあるケースでは、当該企

業が最上位として認識している金融機関をメインバンクとして集計した。

特別企画：第 10 回 宮城県内企業のメインバンク実態調査 

七十七銀行がシェア 56％、仙台銀行 12％ 

～上位 8 行までを地元金融機関が占める～ 

調査結果（要旨） 

1．宮城県内の企業約 2 万 4400 社のうち、各企業がメインバンクとして認識している金融

機関で最も多かったのは、七十七銀行（仙台市）の 1 万 3675 社で、シェア 56.03％ 

2．上位 8 行まで仙台銀行（仙台市）、杜の都信金（仙台市）を含めた地元金融機関が占め、

合計シェアも 8 割強 

3．主要業種別でも七十七銀行がすべて 1 位。上位 3 行はすべて七十七銀行、仙台銀行、杜

の都信金の順 

4．売上規模別でも七十七銀行がすべて 1 位。「50 億円以上」は、メガバンク 3 行含む県外

金融機関が上位 11 行中 9 行占める 
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1. 上位 20 行 ～地元の上位 3 行でシェア約 75％ 

 

宮城県内の企業がメインバンクと認識している上位 20 行は表 1 の通り。1 位は、七十七銀行

（仙台市）で、1 万 3675 社、56.03％のシェアを占めた。2 位は、仙台銀行（仙台市）3100 社、

同 12.70％、3 位は、杜の都信金（仙台市）1524 社、同 6.24％となり、地元上位 3 行のシェア合

計は 74.97％となった。1 位の七十七銀行が、2 位以下を大きく引き離し、5 割を超える圧倒的な

シェアを確保している。 

4 位は、仙南信金（白石市）599 社、同 2.45％、5 位は、石巻商工信組（石巻市）498 社、同

2.04％と続き、上位 8 行までを地元金融機関が占め、上位 7 行は前年と同じ順位だった。10 位以

内に入った県外に本店を置く金融機関は、盛岡市の北日本銀行（9 位）、山形市のきらやか銀行（10

位）。20 位内のメガバンクは、三菱ＵＦＪ銀行（12 位）が最高で、みずほ銀行・三井住友銀行（各

14 位）となった。上位 20 行は前年と同じ顔ぶれだった。 
 

表１ 宮城県メインバンク社数 上位 20 行 

社数
全国
シェア

全国シェア
増減

社数
地域
シェア

地域シェア
増減

（社） （pt） （社） （pt）

(1) 1 七十七 13,785 55.98% ▲ 0.06 13,675 56.03% 0.05

(2) 2 仙台 3,114 12.65% 0.09 3,100 12.70% 0.06

(3) 3 杜の都信金 1,567 6.36% 0.07 1,524 6.24% ▲ 0.12

(4) 4 仙南信金 592 2.40% 0.02 599 2.45% 0.05

(5) 5 石巻商工信組 494 2.01% ▲ 0.02 498 2.04% 0.03

(6) 6 石巻信金 446 1.81% ▲ 0.01 448 1.84% 0.02

(7) 7 宮城第一信金 418 1.70% ▲ 0.07 394 1.61% ▲ 0.08

(9) 8 気仙沼信金 336 1.36% 0.00 348 1.43% 0.06

(8) 9 北日本 342 1.39% ▲ 0.01 329 1.35% ▲ 0.04

(10) 10 きらやか 258 1.05% 0.05 257 1.05% 0.01

(11) 11 東北 249 1.01% 0.02 244 1.00% ▲ 0.01

(13) 12 三菱ＵＦＪ 226 0.92% ▲ 0.01 221 0.91% ▲ 0.01

(12) 13 岩手 229 0.93% 0.02 213 0.87% ▲ 0.06

(16) 14 みずほ 204 0.83% 0.02 206 0.84% 0.02

(14) 14 三井住友 208 0.84% 0.00 206 0.84% ▲ 0.00

(15) 16 古川信組 207 0.84% 0.00 199 0.82% ▲ 0.03

(17) 17 商工中金 187 0.76% ▲ 0.02 191 0.78% 0.02

(18) 18 山形 171 0.69% 0.01 166 0.68% ▲ 0.01

(20) 19 仙北信組 143 0.58% 0.02 143 0.59% 0.01

(19) 20 常陽 144 0.58% 0.00 140 0.57% ▲ 0.01

※（）内は前年順位　

※矢印は、それぞれ順位の変動を表す

※シェア増減“0.00”の表記は、小数点第3位以下を参照して+-を判定した

順位 金融機関名

2018年（前回） 2019年（今回）
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2. 業種別 ～すべて七十七銀行、仙台銀行、杜の都信金の順 

 

主要業種別の上位行は表 2 の通り。業種別では、すべて 1 位が七十七銀行、2 位仙台銀行、3 位

杜の都信金の順。 
 

表２（主要業種別上位行） 

建設 製造
順位 金融機関名 社数 シェア（％） 順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 4,076 55.94% 1 七十七 1,085 55.76%
2 仙台 1,046 14.35% 2 仙台 232 11.92%
3 杜の都信金 579 7.95% 3 杜の都信金 95 4.88%
4 仙南信金 247 3.39% 4 仙南信金 48 2.47%
5 石巻商工信組 186 2.55% 5 石巻商工信組 45 2.31%
6 石巻信金 180 2.47% 6 商工中金 40 2.06%
7 宮城第一信金 132 1.81% 7 北日本 35 1.80%
8 気仙沼信金 120 1.65% 8 石巻信金 33 1.70%
9 東北 88 1.21% 9 宮城第一信金 31 1.59%

10 きらやか 79 1.08% 10 気仙沼信金 29 1.49%
合計 7,287 合計 1,946

卸売 小売
順位 金融機関名 社数 シェア（％） 順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 1,432 57.35% 1 七十七 1,593 51.84%
2 仙台 257 10.29% 2 仙台 458 14.90%
3 杜の都信金 143 5.73% 3 杜の都信金 221 7.19%
4 石巻商工信組 59 2.36% 4 石巻商工信組 87 2.83%
5 北日本 59 2.36% 5 仙南信金 87 2.83%
6 仙南信金 53 2.12% 6 気仙沼信金 69 2.25%
7 石巻信金 40 1.60% 7 石巻信金 64 2.08%
8 岩手 39 1.56% 8 宮城第一信金 56 1.82%

9 三菱ＵＦＪ 38 1.52% 9 北日本 44 1.43%
10 みずほ 35 1.40% 10 古川信組 38 1.24%

合計 2,497 合計 3,073

不動産 運輸・通信
順位 金融機関名 社数 シェア（％） 順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 1,022 58.10% 1 七十七 439 47.56%
2 仙台 176 10.01% 2 仙台 156 16.90%
3 杜の都信金 138 7.85% 3 杜の都信金 53 5.74%
4 宮城第一信金 40 2.27% 4 石巻商工信組 41 4.44%
5 きらやか 29 1.65% 5 商工中金 33 3.58%
6 三井住友 28 1.59% 6 石巻信金 23 2.49%
7 石巻信金 28 1.59% 7 仙南信金 19 2.06%

北日本 25 1.42% 8 三菱ＵＦＪ 16 1.73%
仙南信金 25 1.42% 9 みずほ 14 1.52%
山形 20 1.14% 三井住友 13 1.41%
東北 20 1.14% 宮城第一信金 13 1.41%
合計 1,759 合計 923

サービス
順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 3,719 59.74%
2 仙台 706 11.34%
3 杜の都信金 275 4.42%
4 未詳 217 3.49%
5 仙南信金 111 1.78%
6 宮城第一信金 90 1.45%
7 北日本 80 1.29%
8 三菱ＵＦＪ 71 1.14%
9 石巻信金 69 1.11%

みずほ 67 1.08%
きらやか 67 1.08%

合計 6,225

10

10

8

10
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3. 売上規模別 ～「50 億円以上」は県外が上位に 

 

融資先の売上規模別の上位行は表 3 の通り。ここでも、七十七銀行が各売上規模でトップとな

った。「50 億～100 億円」「100 億円以上」は上位 11 行中、地元金融機関は七十七銀行・仙台銀行

の 2 行のみで、県外が 9 行を占めた。 
 

表３（売上規模上位行） 

 

5000万円未満 5000万円以上1億円未満
順位 金融機関名 社数 シェア 順位 金融機関名 社数 シェア

1 七十七 4,907 56.93% 1 七十七 2,570 55.65%
2 仙台 1,144 13.27% 2 仙台 603 13.06%
3 杜の都信金 607 7.04% 3 杜の都信金 322 6.97%
4 仙南信金 235 2.73% 4 仙南信金 134 2.90%
5 石巻商工信組 170 1.97% 5 石巻信金 114 2.47%
6 気仙沼信金 155 1.80% 6 石巻商工信組 99 2.14%
7 石巻信金 153 1.77% 宮城第一信金 77 1.67%
8 宮城第一信金 143 1.66% 北日本 77 1.67%
9 北日本 95 1.10% 9 気仙沼信金 58 1.26%
10 東北 81 0.94% 10 きらやか 54 1.17%

合計 8,620 合計 4,618

1億円以上5億円未満 5億円以上10億円未満
順位 金融機関名 社数 シェア 順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 4,219 54.69% 1 七十七 837 55.03%
2 仙台 1,078 13.97% 2 仙台 157 10.32%
3 杜の都信金 492 6.38% 3 杜の都信金 70 4.60%
4 仙南信金 189 2.45% 4 商工中金 36 2.37%
5 石巻商工信組 189 2.45% 5 仙南信金 31 2.04%
6 石巻信金 145 1.88% 6 きらやか 29 1.91%
7 宮城第一信金 135 1.75% 三井住友 27 1.78%
8 気仙沼信金 104 1.35% 石巻商工信組 27 1.78%
9 北日本 100 1.30% 9 みずほ 25 1.64%
10 きらやか 86 1.11% 合計 1,521

合計 7,714

10億円以上50億円未満 50億円以上
順位 金融機関名 社数 シェア（％） 順位 金融機関名 社数 シェア（％）

1 七十七 861 61.94% 1 七十七 219 51.90%
2 仙台 94 6.76% 2 みずほ 40 9.48%
3 商工中金 42 3.02% 3 三井住友 24 5.69%

みずほ 36 2.59% 4 三菱ＵＦＪ 21 4.98%
三菱ＵＦＪ 36 2.59% 5 仙台 11 2.61%

6 三井住友 33 2.37% 6 農林中金 10 2.37%
7 常陽 30 2.16% 7 商工中金 8 1.90%
8 杜の都信金 29 2.09% 8 岩手 6 1.42%
9 北日本 28 2.01% 東邦 5 1.18%

岩手 17 1.22% 信金中央金庫 5 1.18%
きらやか 17 1.22% きらやか 5 1.18%
合計 1,390 合計 422 1
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4. まとめ ～七十七銀行が圧倒的なシェア 

  

七十七銀行が業種別、売上規模別ともに 2 位以下を大きく引き離し、圧倒的なシェアを示した。

また、メイン取引企業数上位 8 行（2P、表 1 参照）までを地元金融機関が占めており、地元金融

機関の存在感が裏付けられた結果となった。 

近年は日本銀行による量的金融緩和政策の出口が見通せないなか、各金融機関は低水準の利ザ

ヤに向き合わざるを得ない状態が続いている。特に東北では少子高齢化などで地域経済の縮小を

背景に、仙台市及び周辺部においては、数年前から県外の金融機関の進出も多く、利ザヤを獲得

するための新規開拓競争が激しさを増している。同時に、質から量への積極的な融資競争に伴い、

信用度の低い企業への融資が増え、不良債権の増加という新たな問題も浮かび上がってきている。

そのため、今までのような融資により利ザヤを稼ぐビジネスモデルの再考を余儀なくされている。 

 

このため、地域金融機関を中心に、社会問題化している事業承継や創業支援などコンサルティ

ングメニューの充実、グループ内での金融サービス連携・補完など、融資以外の金融サービス充

実を図ることで企業の多様なウォンツ・ニーズに応える動きも進む。融資面以外の魅力度を高め

ることは、企業にとって、金利面の理由以外でメインバンクを再選択する十分な動機付けになり

得る。今後は、金利競争以外の魅力度を高めた金融機関が様々な課題を持つ企業から幅広い支持

を得る形で、メインバンクシェアに変化が訪れる可能性がある。 

 

他方、インターネットやスマートフォンの普及を背景に、IT 技術を活用し店舗網を持たないネ

ット銀行の攻勢が近年強まっており、メインバンクとしてネット銀行を選択する企業も増加して

いる。こうしたなか、SBI ホールディングスが「第四のメガバンク構想」を掲げ、今年 10 月には

島根銀行、11 月には福島銀行と、それぞれ両第二地銀との資本業務提携を結んだ。既存金融機関

の枠に捉われない SBI 主導の地銀再編が進むなか、金融サービスの変化や既存金融機関の対応、

企業におけるメインバンク選択の動向についても同時に注視する必要があろう。 
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